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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、セリンプロテアーゼインヒビター（セルピン）スーパーファミリーのメンバーをコードします。このメンバーは、組織プラスミノーゲン活性化因子（tPA）およびウロキナーゼ（uPA）の主要な阻害因子であり、したがって線溶を阻害します。この遺伝子の欠陥は、プラスミノーゲン活性化因子インヒビター1欠損症（PAI-1欠損症）の原因であり、遺伝子産物の高濃度は血栓形成能と関連しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2009年9月]、疾患：SERPINE1の欠陥は、プラスミノーゲン活性化因子インヒビター1欠損症（PAI-1欠損症）の原因です[MIM:173360]。この欠損症は、血漿中の SERPINE1 欠陥による異常出血を特徴とする。,疾患:高濃度の SERPINE1 は、血栓形成症 [MIM:188050] と関連付けられている。これは常染色体優性遺伝疾患であり、罹患した個人は重篤な自発的血栓症を発症する傾向がある。,機能:この阻害剤は、組織プラスミノーゲン活性化因子、ウロキナーゼ、およびプロテイン C の「おとり」として作用する。TPA との急速な相互作用は、線溶の制御における主要な制御点として機能する可能性がある。,オンライン情報:プラスミノーゲン活性化因子阻害剤 1 エントリー,PTM:ウロキナーゼ型 (u-PA) および組織型 (TPA) のタンパク質分解攻撃によって不活性化され、369-Arg-|-Met-370 結合が切断される。,類似性:セルピン ファミリーに属します。,サブユニット:VTN と相互作用します。 LRP1B に結合します。結合後、内部移行および分解が起こります。,組織特異性:血漿、血小板、内皮細胞、肝細胞癌、線維肉腫細胞に存在します。,
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	パラフィン包埋ヒト脳組織における PAI-1 抗体の免疫組織化学分析。
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